
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害児基礎教育研究会では、毎月１回 個別指導と事例研究会を開催しております。ご

興味のある方は、お近くの会員又は下記お問合わせ先までご連絡ください。 

第 316 回 定例会  令和 2 年 3 月 7 日（土） 

10:00-14:30 指導実践（吉瀬、根本、大高、松村、足立、遠藤、斉藤） 

教材を用いて個別指導を行っています。 ご自由に見学できます。 

 

11:00-14:30 教材制作  授業に活用できる教材を一緒に作りましょう。 

             必要な材料はご用意ください。               
15:00-17:00   

   「盲重複児の教材を使用しての支援」         

川端康治（埼玉県立特別支援学校塙保己一学園) 

 

   

                    

 

 

障害児基礎教育研究会（水口研） 

第 316回定例会のお知らせ 

定例会会場 

 筑波大学附属大塚特別支援学校  住所：東京都文京区春日 1 丁目 5 番 5 号 

  丸ノ内線・南北線 後楽園駅下車徒歩 10 分    地図は、学校 HP にてご確認ください。 

お問合わせ先 

吉瀬 正則（障害児基礎教育研究会 代表） 

松村 緑治（障害児基礎教育研究会 事務局長） 

大高 正樹（入会・見学受付 案内状発送） (杉並区立済美養護学校）090-1837-1085 

根本 文雄（会場校 幹事）(筑波大附属大塚特別支援学校） 

立松 英子(東京福祉大学）  0270-40-3218(直通） 

HP https://kisoedu.jp 

 

今度は携帯にも対応しています。 

「お問い合わせ」で入力すると 

今のところ立松宛に届くようになっていますが 

☆教材製作講座は参加費 500 円、他の月の定例会の参加費は無料です。☆ 

☆発表内容は都合により変更になる場合があります。詳細は HP をご覧ください。☆ 

 

＜発表者より＞盲学校の小学部重複学級に通っている児童 A は、周囲の話をよく聞き、自分
から移動するなど自分で判断して活動ができます。しかし、自分の気持ちや思いが通らない時
は、混乱し泣いて怒り訴えていました。本人の訴えを聞き入れても、気持ちの切り替えをする
ことに難しさがみられました。発表者は、昨年の 4月から教材を使い、学習を行っています。
教材を使うにあたり、やりとりを大切に取り組むようにしています。また、自立活動の時間だ
けではなく、泣いて訴えている時も、教材を使って、気持ちの切り替えを試みました。最初は
離席が多く、気持ちを切り替えることもほとんどありませんでした。しかし教材の素材をビー
玉などのガラスを中心にしてからは教材への関心が増し、教材を使うことで気持ちを切り替え
られることも見られるようになってきました。 また、手指の操作性の向上も見られました。 現
在でも泣いて訴えることはありますが、回数は以前より少なくなり、立ち直りにも以前より時
間がかからなくなってきました。 教材を使ってのやりとりが少しずつ関係を成立させていっ
たと考えています。児童 Aとの学習の様子を報告します。 

https://kisoedu.jp/

